
































































今年度の叢書刊行を目指して，そのタイトルを「新しい文化のかたち 言語 ・思想・ くらし」



































(1)第3回研究会 2004年5月7日 (金)人文研究所資料室 (出席者:8名)
















































The International Association of Historians of Asia: The 18'10 Conference， 
Academia Sinica， Taipei， Taiwan， December 6-10， 2004 
Panel 5-1: Colonial Modernity in Asia: Comparative Perspectives on 
Japan， India and the Philippines 
Chair: Yoshiko Nagano 
Panelists: Chiharu Takenaka (M吋iGakuin Univ.， Japan) 
Interpretation of Gandhi in C"，勺nialModernity 
Toru Komma (Kanagawa Univ.，υapan) 
Latest Trends in Japanese Local History Studies 
Yoshiko Nagano (Kanagawa Univ.， Japan) 
The Philippines and Japan: Their Comparative 
Experience of US Occupations 





























会 場 :上大岡ウイリング (横浜市社会福祉協議会研修施設)
テーマ rメンノt一間の問題意識の交流と今年度の活動方針についてj
出席者永野，後藤 (政).大里，寺沢，富谷，後藤 (晃).兼子，福元，横倉
(2)第2回
開催日 :2004年10月13日 (水)
会場:横浜市国際交流協会
テーマ r外国籍住民に対する横浜市政策のヒアリング」
出席者 :永野，予(亭).平井，兼子，福元，横倉
(3)第3回
開催日:2005年1月19日(日)
会場 17号館基本科目共同研究室
テーマ r3月下旬の国際シンポジウムについて」
出席者永野，平井，富谷，大里，孫，福元，横倉，後藤 (政)
(4)第4回
開催日:2005年1月30日(日)
会場:横浜市国際交流協会小ホール
テーマ rよこはま国際性豊かなまちづくり市民フォーラム」
出席者:永野，後藤 (政).富谷，後藤(晃).福元，横倉
3.シンポジウムの開催計画
2005年3月29日.30日に，韓国 ・中国籍住民の生活実態と出身国である両国の経済 ・社会状況を中
心としたシンポジウムを行う予定である。
4.活動内容
本年度は共同グループ発足の年であるため.9月に合宿を行って，メンバー聞の問題意識の交流を
行った。この合宿によって，メンバー聞の多様な視点からの問題やテーマを相互理解するとともに，共
通する問題意識の確認を行った。また，これにもとづいて.2回のヒアリングやフォーラムの傍聴を行
い，横浜市の行政施策及び外国籍住民の生活実態について理解を深めた。 3月下旬には，研究活動の一
環として，シンポジウムを行う予定である。次年度の調査研究活動の基盤がつくられたと考えている。
(横倉節夫)
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